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「秘伝のタレ」で、味付け海苔を作り続けて62年
株式会社�七福屋

日本人にとっての海苔は格別なもの、どこの家庭の食卓にもあると言って
も過言ではない。旅に出れば宿の朝食には欠くことがない。贈答品の定番
としてもいまなお根強い人気がある。贈るほうも受け取る側のことをあれこ
れ心配せずに安心して選べる商品。

株式会社七福屋は、有明海産をはじめすべて国内産にこだわった高級海
苔の製造卸。海苔の原料を仕入れ、同社工場で加工をして製品に仕上げ、
卸している。味付け海苔は「秘伝のタレ」が自慢。

創業は昭和１０年２月、大阪市北区菅原町に初代、房川清さんが乾海苔
問屋、房川晴介商店をはじめた。当時は青果市場があり、その流れで商い
をする店が多く集まり、乾物をはじめ様々な問屋も軒を連ね、ひときわ賑わ
いを見せていた。戦後、現所在地に移り昭和２６年１０月、加工海苔製造
販売を主業務とする株式会社七福屋を創立、海苔一筋で 62 年。現在、二
代目社長は房川捷一さん。捷一さんの長男、雅一さんが専務を務める。

大型小売店の寡占化で製造卸は難しい時代に
雅一さんは、平成６年１０月に設立した七福屋販売株式会社の社長でも

ある。株式会社七福屋で製造した製品の販売を業務として営業に活躍され
ている。今回お話しをお伺いしたのは雅一さん。

流通ルートは、主に問屋卸と小売店卸。スーパーへは問屋経由で製品を
流通している。大規模小売店舗法の規制緩和により大手資本による大型店
の進出で、大型店どうしの顧客争奪戦は熾烈を極める一方、地域密着型の
小売店はそのあおりを受け苦戦を強いられている。また小売店は跡継ぎ不
在の問題もあり、廃業を余儀なくされるケースも少なくなく、流通ルートは
タイトになってきている。そんな市場情勢もあり、問屋扱いの量が減少して
きた。スーパーの海苔売り場スペースは想像以上に広く多くの商品が並んで
いるが、残念ながら、関西エリアでは大手の２，３社が強く、その多くのスペー
スを占めているという。
「海苔ほど差別化の難しい商品はないのではないか。流通が大手主導となっ
た今、新規開拓は非常に困難。商談ではまず価格競争に巻きこまれる。最
初から販売価格ありきで作られた他社製品と、原材料にこだわった同社製
品では勝負にならない。仮に値を下げて卸しても、その分、スーパーの利幅
も下がるのでお互いにメリットはない」と現在の小売り市場の苦境を話す。

確かな品質がリピートを呼ぶ通信販売
だからこそ、同社は、通販事業に新たな活路を見出している。通販を始

めたのは業界の中でも古く、約２０年前から。きっかけは、ギフトで贈られ
たお客様から、美味しかったので購入したいとの問い合わせの電話がポツ
ポツと寄せられたことから。電話とファクスで注文を取り、代引きと銀行振
込で販売するようになった。いまでは贈答用の高品質で美味しい海苔をもっ
と多くの方に食して戴きたいとの思いと、ゴミを減らしたいとのお客様の声
で、高品質はそのままに価格を下げた簡易包装の商品も通販用に開発。注
文は、品質を重視するミドルエイジから上の層が多いとか。
「ギフト商品の中にアンケート兼パンフレット請求ハガキを同梱して、注文
を取るようになった。七福屋の海苔が良い商品であることを拡める、口コミ
的な役割と位置づけていた。口コミはスピード感がもの足りないので、新聞
折り込みも始めた。お試し価格の商品を設定し、新規顧客獲得につなげた
い」と、いまは利益率より知名度アップを重視している。

現在、ネット販売を取り仕切っているのは弟の幸治さん。平成１２年に
ショッピングサイト「海苔の七福屋」をオープン。平成１５年１０月からはＹ
ａｈｏｏ！のショッピングサイトに「海苔の七福屋Ｙａｈｏｏ店」を出店して
いる。ネット販売を含めた通信販売は売り上げ全体の２０％を占めるほどに
成長した。製造直販部門の比率が上がり、売り上げの増加分になればとの
狙いである。

なんと、モンドセレクション3年連続金賞受賞
食に厳しい大阪で長年にわたりお客様に支持されてきた理由は初代社長

が作り、６０年以上受け継がれた「秘伝のタレ」にある。創業以来、有明
海産の原料を中心に扱ってきたというと成り立ちから「有明海産の原料に合
う味」をもとに研究を重ね「秘伝のタレ」を作り上げた。

しかし、味に自信を持って他社とは違うと説明しても、スーパーのバイヤー
サイドからしたら同じと言われるのが海苔。そこで、注目してもらうために
工夫したのが「トッピング味付海苔」。おいしいと評判の定番の海苔に、紀
州梅味の具材をトッピングしたバリエーションを展開している。価格勝負の
スーパーの商談でも定番商品は俎上に載ることは難しいが「トッピング味付
海苔・紀州梅味」はバイヤーの目に止まり、取り上げてもらうことが多いと
いう。

自慢の味をどうにか伝えられないかと考えた抜いた末に思いついたのが
モンドセレクション。予想以上に海外での評判も高く、有明海産の一番摘
みの特選大判味付卓上のり（卓上５２枚、同８０枚）は、国際品質コンテス
ト、モンドセレクション金賞､ 国際優秀品質賞を２０１０年から３年連続で
受賞した。

伝統の味を継承しつつ、製造卸、製造直販の二本柱で厳しい業界を生
き抜いていきたいと穏やかながら燃える情熱に溢れていた。
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【事業概要】 海苔加工の製造販売

モンドセレクション 3年連続金賞受賞の特選大判味付けのりとトッピング味付けのり
3種（唐辛子味、あおさ味は通販専用品）

分野を問わず、持てる技術で時代の最先端を行く
株式会社�中央電機計器製作所

り、大阪府中小企業家同友会代表理事（今年 4 月以降顧問）を務めたりと、
人育て、中小企業の発展とに時間を割いている。企業は“人、物、金”と
いわれるが、まさに、「人を育てるために何ができるか？」との思いからであ
り、自社のためだけでなく、日本の将来を担う人材の育成に尽力出来れば
という強い思いがあるからである。

図面には現されない「技」と「知恵」 
世界が注目する中小企業の底力でグローバル化
畑野会長の持論、「日本の大企業を支えているのは中小企業の底力で

ある。確かに、大企業には、研究、開発部門があり、中小に比べるもな
く潤沢な予算があり、設備がある。しかし、中小企業には、長年の経験、
実績に裏付けられた職人、技術者の「技」と「知恵」が蓄えられている。
だからこそ、大企業は中小企業に頼らざるを得ないところがあるはずだ」。

ひとつの実例としての話。ある大企業が、取引先の中小企業に発注し
ていた機械の図面をそのまま、中国の企業に発注された。当然、同じ機
械が出来上がり、搬入された。ところが、動かない。寸法検査は OK、
間違いなく図面通り出来ている。困り果てて、元の発注先に見て欲しいと
懇願された。その中小企業の社長は、「図面を見たときから、これでは動
かないと思った」と。動くようにこれまで培った経験で修正しようと、図
面には現されない「技」と「知恵」で対応された。発注者側からは見えな
い隠れた技術、これが中小企業の底力だと言う。その底力を持っている
限り会社として発展する可能性はある。いまほど、中小企業にチャンスが
ある時期はないとも。

実は、この中小企業の技術力に注目しているのが、海外の企業だという。
ヨーロッパ、東南アジア、アメリカ、メキシコなど世界各国から工場の視
察にみえ、取引に繋がっている。ここ 15 年～20 年前からのことらしい。
技術立国日本に学べと大企業に注目が集まっていたが、じつは大企業を
支える中小企業にも優れた技術があることに世界が気づいたということ
だ。これが畑野会長の言うグローバル化である。

女性社員には「ケーキの日」
おもしろい話も。技術系の会社ゆえに技術者が多く、お互いにコミュニ

ケーションを取るのが下手で、毎月 1 回食堂で飲み会をやって親睦を図っ
ている。各部の持ち回りで、担当にあたった部は全員出席が原則。他部
署の者で残業中であっても、たとえ 10 分でも参加するように言っている。
また、女性社員には、「ケーキの日」があり、これも持ち回りで、3 時に
好きなケーキを買ってお茶の時間を楽しんでいる。すべて、会社の経費で
賄われているとのこと。社員間のコミュニケーションを重視されているか
らである。

畑野会長は人を育てていくと会社は自然に伸びると言う。社員の恋愛
相談にも乗ってきたという。その会長の意志を継いで、創業 83 年に就任
1 周年を迎える社長の淳一氏は、100 周年に現在 48 人の会社を100 人
にしたいと抱負を語った。
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【事業概要】 計器制御システムをはじめ
様々な試験機、制御システムの設計・製作


